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私たちは、抗GPIHBP1自己抗体による高TG血症という全く新たな脂質異常症の病態を発見しました。今回、GPIHBP1に対する自己抗
体を検出する測定試薬を開発し、抗GPIHBP1自己抗体による高TG血症の病態の解明に取り組んでいます。

GPIHBP1自己抗体測定試薬の開発と臨床応用

概要

迅速に、条件付きノックアウトマウスを作製できる方法を開発した。これまでのCRISPR/Casゲノム編集技術を用いる方法は、1回で遺伝
子を切断したために上手く行かなかったが、新方法では、2回に分けて切ることにより染色体欠失が起こらず効率よく、条件付きノック

アウトマウスを作製することができるようにした。この新しい技術により、疾患モデル動物を用いた病態解明や創薬における標的妥当
性評価などへの応用が大きく広がることが期待される。

高速条件付きノックアウトマウスの作製法を開発

概要
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当研究室ではGタンパク質共役受容体とGタンパク質αサブユニットの融合タンパク質をもちいた新薬候補化合物の探索を行ってきた
が、その際に用いるGタンパク質共役受容体－Gαサブユニットの融合タンパク質をトランスジェニックカイコを用いた大量に調製する方

法を確立した。これにより、新薬候補化合物の探索がより安価に簡便に行うことができるようになった。また、実験による新薬候補化
合物のスクリーニングだけでなく、コンピューターによるバーチャルスクリーニングも行うことができるように準備した。これらの研究資
産を、今後のトランスレーショナル研究につなげていく。

血糖降下作用のある化合物の開発

概要

質量分析法（LC-MS/MS）やサンドイッチELSIA法を用いた新しいグルカゴン測定系で、グルカゴンの生理的動態や病態生理的意義の

再検証を行っている。また、新しいグルカゴン測定系が糖尿病の病期、病態診断に有益であるかの検証を、全国的な多施設共同研
究で開始しており、今後のトランスレーショナル研究につなげていく。

新規グルカゴン測定法の糖尿病臨床への応用

概要
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